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CONCLUSION : It was supposed that the elevated 
levels of IL-33 in RSV infection might be related with 
airway hypersensitivity, secondary reactive airway 
disease such as recurrent  wheezing or asthma.　
Additional study is required to determine whether acute 
RSV infection during infancy correlates with a greater 
risk of allergic asthma later in life.

P3-53
実験的増殖硝子体網膜症における Dasatinibの
抑制効果
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【目的】　慢性骨髄性白血病の治療薬でチロシンキ
ナーゼ阻害薬の一種である Dasatinibの効果を、実
験的増殖硝子体網膜症（in vitro PVR）モデルを用
いて検討する。
【方法】　豚眼から網膜色素上皮（RPE）細胞をシー
ト状に摘出し、豚硝子体液を 25%含有した培養液
を用いてシートの伸長を測定した。RPEシート上
における上皮間葉移行（EMT）への影響を確認す
るために、S100A4による免疫組織化学染色を施行
した。増殖膜収縮を評価するためにコラーゲン上に
培養 RPE細胞を播種し、6日後に剥離したゲルの
収縮率を測定した（collagen gel contraction assay）。
なお、Dasatinibを day0に加えた群を group1、day3
を group2、day5 を group3 とした。Dasatinib は
DMSOに溶解し、0.1 μM、0.3 μM、1.0 μMの濃度
に分け、コントロールは DMSOのみとした。
【結果】　シートの伸長は濃度依存性に Dasatinibに
よって有意に抑制された。シート上での免疫組織化
学染色の結果、Dasatinibにより EMTの抑制が確認
された。Collagen gel contraction assayでは、group1
および group2において濃度依存性に収縮が抑制さ
れた。一方、密な線維化増殖を有した group3では、
Dasatinibを付加した群にもかかわらず collagen gel
の収縮は抑制されなかった。
【結論】　in vitro PVRモデルにおいて Dasatinibによ
る増殖抑制効果が確認された。
　尚、本研究は平成 29年度の大学研究助成金によ

る研究である。
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動脈カテーテルの維持に対するヘパリンの効果

（救命救急センター）
○石井　友理、三島　史朗、上田　康弘
　織田　　順

【目的】　動脈カテーテルの持続注入液に添加するヘ
パリンは、カテーテルの開存性を維持すると考えら
れている。持続注入液中のヘパリンの有無によって、
橈骨動脈カテーテルの開存性と観血式動脈圧測定に
おける動脈カテーテルの機能維持に違いがあるかを
比較する。
【方法】　2012年 7月～2013年 3月に当院救命セン
ターへ救急搬送された成人患者を対象とした。救急
搬送前に患者を無作為に二群に分け、動脈カテーテ
ルの持続注入液にヘパリンを添加する群（ヘパリン
群、n=18）と添加しない対照群（生理食塩水群、
n=16）に割り付けた。両群間における橈骨動脈カ
テーテルの留置期間、観血式動脈圧測定値とカフ圧
計による血圧測定値との違い、モニター波形の変化
について検討した。
【結果】　動脈カテーテル挿入の平均時間は、ヘパリ
ン群と生理食塩液群とで有意差を認めなかった（ヘ
パリン群 vs生理食塩水群＝ 120±129 vs 105±82 hr, 
P=0.89）。動脈カテーテルによる観血式持続血圧測
定値とカフ圧計による血圧測定値は、両群間で有意
差を認めなかった（P=0.41）。Kaplan-Meier分析では、
両群間でモニター波形のオーバーダンピング（波形
の鈍り）の発生率に有意差を認めなかった（log-rank 
test, P=0.99）。
【結論】　橈骨動脈カテーテルの開存性とカテーテル
の機能維持に対して、持続注入液へのヘパリン添加
の有無で有意差を認めなかった。今回の研究では、
動脈カテーテルの持続注入液へヘパリンを使用する
有効性を認めなかった。
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